
「
素
封
家
海
老
澤
了
之
介
の
こ
と
」 

豊
島
区
図
書
館
行
政
政
策
顧
問 

粕
谷
　
一
希 

 

　
わ
が
家
か
ら
東
通
り
に
出
て
、
東
に
向

か
う
と
雑
司
ヶ
谷
墓
地
、
西
に
向
か
っ
て
明

治
通
り
に
出
る
と
、
い
ま
の
ジ
ュ
ン
ク
堂
の
あ

た
り
に
、
戦
前
は
小
峰
材
木
店
が
あ
っ
た
。

そ
こ
を
左
に
折
れ
た
交
番
の
先
に
、
海
老

澤
了
之
介
邸
が
あ
り
、
そ
の
広
壮
な
屋

敷
は
、
空
襲
で
き
れ
い
に
焼
け
て
し
ま
っ
た
が
、

門
柱
だ
け
が
残
り
、
な
が
く
記
憶
に
残
っ
た
。

海
老
澤
ご
夫
妻
は
戦
後
も
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て

て
住
ま
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
子
ど
も

の
私
に
は
門
柱
だ
け
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

　
こ
の
海
老
澤
了
之
介
氏
は
有
名
な
素

封
家
で
、
こ
の
近
隣
で
は
高
田
町
町
長
も

勤
め
ら
れ
、
豊
島
区
政
に
も
大
き
な
功
績

を
残
さ
れ
た
人
だ
っ
た
。
年
長
の
人
々
の
間

で
は
知
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
が
、
海
老
澤

邸
の
跡
も
な
く
な
り
、
若
い
世
代
の
人
々

に
は
、
記
憶
に
な
い
人
々
も
多
く
な
っ
て
ゆ
く
。 

　
た
だ
、
海
老
澤
さ
ん
は
『
追
憶
―
海

老
澤
了
之
介
編
』
と
い
う
分
厚
い
、
私
家

版
の
書
物
を
残
さ
れ
て
い
る
。
も
と
哲
子
夫

人
の
三
回
忌
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
夫
人
の

追
悼
談
も
多
い
が
、
同
時
に
海
老
澤
家
の

こ
と
、
町
の
こ
と
、
豊
島
区
政
の
こ
と
、
さ

ら
に
古
く
明
治
の
青
春
時
代
や
、
平
安
の

平
将
門
の
乱
の
こ
ろ
か
ら
名
の
知
ら
れ
た
関

東
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て

い
て
無
類
に
面
白
い
。 

　
ま
た
登
場
人
物
が
多
彩
で
、
夫
人
の

縁
者
小
笠
原
三
九
郎
、
学
友
石
橋
湛
山
、

豊
島
区
長
須
藤
喜
三
郎
を
始
め
、
推
理

作
家
の
大
下
宇
陀
児
や
近
隣
の
有
力
者

後
藤
松
之
助
の
名
も
あ
る
。 

　
海
老
澤
さ
ん
は
愛
妻
家
で
、
哲
子
夫

人
は
日
蓮
宗
へ
の
信
仰
厚
い
聡
明
な
女
性

で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

　
海
老
澤
さ
ん
は
こ
の
あ
た
り
の
大
地
主
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
「
地
主
」
と
い
う
言
葉
に

は
抵
抗
が
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
関
係
し
か

表
現
せ
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
小
作
農
階

級
と
の
対
立
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

素
封
家
と
は
人
望
も
あ
り
、
有
徳
の
士
を

指
す
。
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
こ
う
し

た
存
在
が
つい
昨
日
ま
で
呼
吸
し
て
い
た
こ
と

を
確
認
す
る
と
、
人
生
が
豊
か
に
な
る
よ

う
に
思
う
。 
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帝
京
平
成
大
学
は
平
成
２０
年
４
月

に
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
し
ま
す
。

初
年
度
は
約
３
千
人
の
学
生
が
同
所
で

学
び
、
そ
の
分
野
は
医
療
・
健
康
・
福
祉
・

情
報
と
多
様
で
す
。
教
員
は
企
業
出
身
の
方
々
、

医
師
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
方
々
、

臨
床
心
理
士
な
ど
い
ず
れ
も
実
績
・
研
究
と

も
に
優
れ
た
人
材
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
施
設
面

で
は
、
最
新
の
教
育
・
実
習
設
備
を
有
し
、

学
生
が
最
新
の
知
識
と
実
践
能
力
を
確
実
に

修
得
で
き
る
よ
う
十
分
考
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
で
は
、
区
民
の

皆
様
を
対
象
と
し
た
、
医
療
・
健
康
に
関
す

る
公
開
講
座
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
区
の
ご
配
慮
の
も
と
、「
と
し
ま

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
」
の
六
大
学
の
ひ
と
つ
に
仲

間
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教
員
、
最
先
端
の
教
育
設

備
、
そ
し
て
パ
ワ
ー
溢
れ
る
学
生
、
こ
う
し
た

優
れ
た
要
素
と
機
会
を
活
か
し
、
本
学
の
研

究
内
容
や
取
り
組
み
を
区
民
の
皆
様
に
共
有

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

　
学
生
に
と
っ
て
も
教
職
員
に
と
っ
て
も
、
文

化
芸
術
の
ま
ち
豊
島
区
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
す
。

近
年
、
学
生
の
読
書
離
れ
が
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
学
で
は
各
教
員
が
セ
ミ
ナ
ー
形

式
で
少
人
数
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
折
に
触

れ
て
参
考
図
書
や
読
む
べ
き
本
を
紹
介
し
、

授
業
に
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
読
書
へ
の
動
機

づ
け
や
読
書
体
験
の
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
た
人
材
を
養

成
す
る
と
い
う
建
学
の
精
神
か
ら
、
専
門
外

の
知
識
・
教
養
を
深
め
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い

修
養
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で

も
豊
島
区
が
新
し
い
中
央
図
書
館
を
は
じ
め

と
し
て
、
図
書
館
の
充
実
を
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
学
生
の
将
来
に
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る

こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
区
や
図

書
館
と
い
ろ
い
ろ
な
形
で
協
力
し
、
お
互
い
を

高
め
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

　
地
域
社
会
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
す
る
帝

京
平
成
大
学
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
、
東

京
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
。

博
士
（
医
学
）、
医
師
。
東
京
大
学
医

学
部
附
属
病
院
腎
臓
・
内
分
泌
内
科

を
経
て
２
０
０
７
年
か
ら
帝
京
平
成
大

学
学
長
。
日
本
内
科
学
会
、
日
本
内
分

泌
学
会
、
日
本
糖
尿
病
学
会
、
日
本
甲

状
腺
学
会
な
ど
に
所
属
。
日
本
内
分
泌

病
理
学
会
若
手
奨
励
賞
、
ア
ク
ロ
メ
ガ

リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
若
手
奨
励
賞
を
受
賞
。 

図書館サミット 
　「図書館でサミットをやりたい。」そんな話が図書館行政政策顧
問の口から漏れたのは、昨年の１０月頃でした。 
　サミットって…何？　中央図書館が移転オープンして３ヶ月、移
転前から続いていた職員への過重負担、１０時まで開館という慣
れない体制、閲覧席やエレベーターなどへのクレームの嵐等々の
なか、今日を無事に終え明日を迎えるだけで精一杯の私たちには、

「サミット」などという浮世離れした発想は全く理解できませんでした。 
　しかし、どうやら顧問は本気らしい。しかも何やら壮大なビジョ
ンをお持ちのようだという情報が入るまでにさほど時間はかかりま
せんでした。顧問が考えるサミットとは、「文字・活字文化の危
機を共有し、現状を打開する方策を皆で話し合いマニフェストを
掲げるのだ」というのです。 
　活字文化の危機といえば、つい先日も出版社の倒産や大学
生の読書率が低いとのニュースが流れましたが、確かに国民の
読書離れは危機的状況にあるといえるでしょう。平成１７年に文字・
活字文化振興法が公布・施行されましたが、法律で読書を振
興しなければならないほど末期的状況なのだともいえます。この
法律の具体化を目指して、財団法人文字・活字文化推進機構
や活字文化推進会議は、シンポジウム、講演会などの啓発活動
を盛んに行っています。また、法を所管する文化庁では、１７年
当時、文字・活字文化の日（１０月２７日）の制定を記念して「今
後の文字・活字文化の振興の在り方について」というテーマで
シンポジウムを開催しています。 
　法第５条には地方公共団体の責務として、「～文字・活字文
化の振興に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。」
とあります。具体的には、公立図書館の整備や内容の充実、
文字・活字文化の振興に資する活動を行う民間団体の支援な
どですが、ここまできてやっと、サミットが実現可能なものに思えて
きました。役人の悪い癖で、なかなかゼロから作り上げるという発
想がありません。何か始めるときにはまず根拠探しから入らないと

前に進めない
悲しい性です。 
　かくして、
重～い腰を上
げ、サミットの
実現に向け予
算獲得という
初めの一歩を
踏み出すこと
になりました。
( 仮称 ) 図書
館サミットの２０
年度予算として審議される額は２５０万円です。これはサミット実
行委員会に対し、開催経費、報告書の印刷経費などの補助金
を交付するという内容です。実行委員会にした理由は、趣旨に
賛同する団体が主体的に参加できるようにするためです。開催
時期は１１月、延２日間、あうるすぽっとと自由学園明日館を会場
に実施する予定です。果たして参加してくれる団体があるのだろ
うか、サミットの効果が目に見える形で表れるのだろうか…心配は
尽きません。でも誠心誠意訴えてみよう。顧問が言われたように、
“お上に言われてやるんじゃない。地方が自ら行動を起こすのだ。” 
　実行委員会の設立に先立ち、先月、内部で準備委員会を立
ち上げ、素案づくりを始めました。次回以降も続報をお知らせし
ていきます。 

自由学園明日館 



図書館通信　第５号 ２００８年（平成２０年）３月発行 

巣鴨図書館がお薦めする本  

「春、卒業・入学　出会いと別れの本」 

2

『建築探偵東奔西走』 
文　　藤森照信 
写真　増田彰久 
　　　朝日新聞社 

　１１月の（仮称）図書館サミットの会場となる重要文化財「明日
館」はコンサートや結婚式にも利用されています。使いながら保
存する、生きている文化財です。 

 

書　名　 
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著者名　平山和子　文・絵 

出版社　福音館書店 
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　春になると、あちこちで咲いている花、

たんぽぽ。たんぽぽについて、どれくらい

知っていますか？花や根の様子や、冬と春の

姿の違いなど、色々な不思議がいっぱいわ

かる、大人も楽しめる科学絵本です。 

生涯の一冊 
（4） 

　
今
回
ご
紹
介
す
る
矢
島
勝
昭
さ
ん
は
、
画
家
で
あ
り
、
作
家
で
あ

り
、
郷
土
史
の
研
究
者
で
あ
り
と
、
実
に
多
才
な
か
た
で
あ
る
。
そ
の

絵
に
は
、
戦
前
の
池
袋
・
雑
司
が
谷
あ
た
り
の
風
景
と
わ
ん
ぱ
く
少
年

や
、
戦
後
の
荒
廃
の
な
か
で
逞
し
く
生
き
る
人
々
が
素
朴
に
温
か
く
描

か
れ
て
い
る
。
全
て
ご
自
分
の
記
憶
の
な
か
の
情
景
だ
と
い
う
が
、
例
え

ば
井
戸
の
ポ
ン
プ
の
口
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
布
袋
や
、
障
子
や
ガ
ラ
ス
戸
を

繕
う
花
形
の
和
紙
な
ど
、
細
か
い
と
こ
ろ
も
て
い
ね
い
だ
。
昨
年
、
東

京
芸
術
劇
場
展
示
室
で
小
池
俊
夫
氏
と
「
昭
和
の
雑
司
が
谷
を
描
く

２
人
展
」
を
開
催
し
、
大
盛
況
だ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
作
家

と
し
て
は
、
根
津
山
や
弦
巻
川
な
ど
失
わ

れ
た
郷
土
の
歴
史
を
題
材
に
、
絵
本
や
紙

芝
居
と
い
う
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
い
形

で
表
現
さ
れ
、
作
品
は
図
書
館
に
も
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ご
自
宅
に
「
モ
チ
の

木
工
房
」
を
構
え
、「
寛
延
麦
わ
ら
の
角
兵

衛
獅
子
」
や
「
元
禄
五
色
の
風
車
」
と
い
う
郷
土
玩
具
の
復
元
も
手

掛
け
て
い
る
。 

　
現
在
は
、
池
袋
の
戦
中
・
戦
後
を
一
組
の
男
女
を
通
し
て
描
い
た
西

条
道
彦
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
説
「
あ
い
け
ば
く
ろ
う
」
に
さ
し
絵
を
提

供
さ
れ
て
い
る
。
先
年
、
城
北
大
空
襲
に
よ
る
犠
牲
者
の
遺
骨
が
地
下

鉄
１３
号
線
の
工
事
現
場
で
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

の
方
々
が
毎
年
、
南
池
袋
公
園
で
戦
没
者
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
が
、

矢
島
氏
は
第
一
回
実
行
委
員
長
と
し
て
空
襲
犠
牲
者
哀
悼
の
碑
を
建
て

る
運
動
も
さ
れ
て
い
た
。
小
説
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
も
、
人
々
の
記
憶
の
な
か
の
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
。 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
引
退
後
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

風
景
を
ハ
ガ
キ
に
描
き
給
食
に
添
え
て
届
け
て
い
た
、
宣
教
師
館
で
子

ど
も
た
ち
に
影
絵
を
上
演
し
仲
間
と
一
緒
に
大
汗
を
か
い
た
、
な
ど
な

ど
矢
島
さ
ん
の
行
動
の
一つ
ひ
と
つ
は
、
雑
司
が
谷
と
い
う
土
地
と
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
へ
の
深
い
愛
情
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

自由学園明日館　館長 

有賀　寛 

「
建
築
探
偵
東
奔
西
走
」 

　
こ
れ
は
今
を
と
き
め
く
建
築
史
家
で
あ
り
建
築
家
？

（
？
マ
ー
ク
を
つ
け
る
の
も
最
近
の
建
築
家
と
し
て
の
ご
活

躍
か
ら
す
る
と
失
礼
か
）
の
東
大
生
産
技
術
研
究
所
教

授
藤
森
照
信
先
生
の
若
き
日
の
著
作
で
あ
る
。
８０
年
代

に
相
次
い
で
建
築
探
偵
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
版
さ
れ
、
他

に
も
楽
し
げ
な
題
名
『
〜
雨
天
決
行
』『
〜
神
出
鬼
没
』

な
ど
が
あ
る
。
写
真
は
、
西
洋
館
な
ら
マ
ス
ダ
さ
ん
の
建

築
写
真
家
、
増
田
彰
久
氏
の
美
し
い
建
築
写
真
が
豊
富

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

　
建
築
の
本
と
言
う
と
、
建
築
様
式
と
か
構
造
と
か
な

ん
と
な
く
「
難
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
こ
の

本
は
と
に
か
く
楽
し
い
。
今
で
こ
そ„
東
大
教
授
“も
大

学
院
生
時
代
に
、
あ
る
財
閥
系
当
主
の
お
屋
敷
を
見
に
行
っ
て

断
ら
れ
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
き
れ
ず
に
崖
を
登
っ
て
庭
に
侵

入
し
、
執
事
と
番
犬
に
追
い
回
さ
れ
た
り
す
る
建
築
探
偵
な

ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
一
方
「
興
味
深
い
」
と
い
う
部

分
で
は
、
建
物
の
陰
に
あ
る
施
主
や
建
築
家
の
人
生
、
歴
史
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
き
込
ま
れ
、
見
た
目
だ
け
で
は
な
い
建
物
に

興
味
が
ふ
く
ら
み
、
さ
す
が
に
藤
森
先
生
は„
史
家
“で
あ
る
。 

　
生
涯
の
一
冊
と
い
う
と
な
か
な
か
重
い
が
、
こ
の
本
に
出
会
っ

た
事
が
、
文
化
財
建
造
物
に
携
わ
る
現
在
の
仕
事
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
る
と
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
生
涯
の
一
冊
」
な

の
だ
と
思
う
。
２０
年
以
上
前
の
本
な
の
で
な
か
な
か
書
店
で
は

手
に
入
れ
に
く
い
が
、
幸
い
な
事
に
豊
島
区
の
図
書
館
に
は
ど

れ
も
２
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
建
築
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
っ

て
見
る
に
は
、
こ
れ
以
上
な
い
入
門
書
と
今
で
も
私
は
思
う
。 

書　名　『リボン』 
著者名　草野たき 

出版社　ポプラ社 

所蔵館　中央・駒込・巣鴨・上池袋 

 

　卒業式に先輩からリボンをもらうのが、

卓球部女子の伝統。でも亜樹は、池橋先輩

のリボンをもらえなかった…。何となく毎日

を過ごしてきた亜樹だったけれど、それ 

から少しずつ変わり始める。 

　中学３年生の亜樹と一緒に中学生活 

最後の１年を過ごしてみませんか？ 

児童向け 

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  
図書館でボランティアとして、また自主的に活動されている皆様をご紹介します。 

　４階特集棚 

■シニアライフ応援シリーズ 

　“大好評！！”春からの新生活に向けて、旅・ボランティア・趣味・

生活の参考になる本をご紹介しています。 

■落語と寄席文化 

　地域研究ゼミナール「豊島区の落語文化」に関係する資料を特

別展示しています。かつて大塚の地にあった寄席「大塚鈴本」の

幹事伊藤光雄氏のご遺族秘蔵の資料は、５階特別展示コーナーで

ご覧いただけます。 

■池袋モンパルナス特集 

　地域研究ゼミナールで取り上げた「池袋モンパルナス」関係の

資料を特別展示しています。池袋モンパルナスは豊島区が誇る郷

土の歴史として資料の収集にも力を入れているもので、今回、そ

れら所蔵資料を順次入れ替えしながらご披露しています。 

■五木寛之特集 

　３月２８日(金 )から３月３０日(日 )まで劇場あうるすぽっとで上

演されるタイアップ公演「青春の門 放浪篇」にちなんで、五木寛

之の著作特集を行っています。 

　『青春の門』はもちろんのこと『人生の目的』、『生きるヒント』等、

著作をとおして作家の死生観を探る本の旅はいかがでしょう。 

■オリンピック・北京特集 

　８月８日(金 )から開催される北京オリンピックを睨んで、過去

のオリンピック関連資料と開催地「中華人民共和国・北京」の資

料を展示します。 

　オリンピックの歴史と栄光をたどり、ひと足早くオリンピックム

ードに浸りませんか。 

■平山郁夫とシルクロード特集 

　３月１５日（土）から古代オリエント博物館で開館３０周年記念特

別展「平山郁夫とシルクロードのガラス展」が開催されるので、

平山郁夫作品集やシルクロード関係書、ガラスの歴史書などをご

紹介していきます。 

 

　５階特別展示コーナー 

■俳句・ホトトギス特集 

　春の訪れを感じたら「一句」ひねってみませんか。初めての方

にも読みやすい俳句関係の図書を揃えました。また、明治３０年に

創刊され今も続く俳誌『ホトトギス』の初期に発行されたものや、

「夏目漱石」を特集した『新小説』・『渋柿』・『明治大正文学研究』・

『文芸』や、『三重吉全作集』より「赤い鳥」・「小猫」・「櫛」・「桑

の實」の４冊（いずれも背字が夏目漱石の筆による）をご覧いた

だけます。 

レファレンスとは？ レファレンスとは？ 

書　名　『ロング・グッドバイ』 
著者名　レイモンド・チャンドラー／著 

　　　　村上春樹／訳 

出版社　早川書房 

所蔵館　中央・巣鴨・上池袋・池袋・千早 

 

　私立探偵フィリップ・マーロウが活躍

するレイモンド・チャンドラーの名作『長

いお別れ』が、村上春樹の翻訳により鮮

やかに甦った傑作です。大都会の孤独と死、

愛と友情を新しい訳でぜひお読みください。 

今回は過去のドキュメントに関する事例を 
ご紹介します。 

図書館には過去の新聞記事をお求めの方も多く来館さ

れます。中央図書館で所蔵している新聞資料をご紹介し

ます。（各館で所蔵状況が違います。詳しくはお問い合

わせください。） 

【新聞縮刷版】 

朝日新聞：昭和１０年１月～（一部欠年あり）／豊島新聞(週

刊)：昭和３５年～平成１６年／日本経済新聞：昭和３３年６月

～／毎日新聞：昭和３０年６月～／都新聞：大正元年９月～

大正８年１２月／読売新聞：昭和３３年９月～ 

電子媒体の資料は、中央図書館、電子資料閲覧席のパソ

コンでご利用いただけます。見出しや記事に含まれる言

葉から検索できるので、日付を特定できない記事の調査

や、特定のテーマに関する記事を探すのに便利です。 

【ROM資料】 

読売新聞：明治７年１１月２日～明治４５年７月３０日、昭和２１

年１月～昭和４５年１２月 

【データベース】 

朝日新聞　聞蔵Ⅱビジュアル：昭和２０年～ 

事例その１ 
Q：東京オリンピックに関する当時の新聞記事が見たい。
できれば毎日新聞がいい。 
Ａ：東京オリンピックは昭和３９年１０月１０日～２４日の開催。
日付は『近代オリンピック１００年の歩み』で確認しました。（ち
なみに百科事典にも載っています。） 
→『毎日新聞縮刷版　１９６４年１０月号』をご案内しました。 

電子媒体の資料で日付を検索することもできます。こんな
事例もありました。 

事例その２ 
Q：去年、安倍前首相が辞任表明したときの記事が見たい。
詳しい日付は覚えていない。 
Ａ：新しいニュースを事典類で調べるのは難しいです。「聞蔵
Ⅱ」（朝日新聞のデータベース版）で昨年１年の記事検索を行
い、９月１２日付「安倍首相辞任表明～」の記事を見つけました。 
→『朝日新聞縮刷版　２００７年９月号』と「聞蔵Ⅱ」をご案内
しました。 

矢島勝昭さん 

特 別 展 示 のお 知らせ   中央図書館では、テーマ別の特別展示を行っています。 
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　中央図書館以外の地域館ではそれぞれの図書館でテーマを決めて、その館にあった特色ある本を集める図書館づくりを行っています。 

１２月末現在で下表のような本が収集されています。上池袋図書館の「鉄道コーナー」・千早図書館の「横山光輝コーナー」のように特

別にコーナーを設けて展示しているところもあります。 

興味があるテーマがありましたら、一度地域の図書館にいらしてみてはいかがでしょうか。 

　《
新
文
芸
坐
》
は
、
現
在
の
グ
リ
ー
ン
大
通
り
に
面
し
た
東
京
信

用
金
庫
本
店
の
場
所
に
１
９
４
８
年
に
作
家
・
三
角
寛
と
作
家
仲
間

の
永
井
龍
男
、
河
盛
好
蔵
、
井
伏
鱒
二
、
吉
川
英
冶
た
ち
が
株
主

に
な
り
創
立
し
た
映
画
館
《
人
世
坐
》
を
ル
ー
ツ
と
し
て
、
１
９
５

５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
映
画
館
《
文
芸
坐
》

《
文
芸
坐
地
下
劇
場
》、
小
劇
場
《
文
芸

坐
ル
・
ピ
リ
エ
》
を
経
て
、
２
０
０
０
年

に
再
開
し
ま
し
た
。 

　
新
文
芸
坐
は
、
創
業
以
来
一
貫
し
て
国

内
外
の„
良
質
な
映
画
“を„
数
多
く
“„
安

い
料
金
“で
、
往
年
の
名
作
、
話
題
作
、

傑
作
を
提
供
す
る
名
画
座
と
い
わ
れ
る
番

組
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
創
意
と
工
夫
に
満
ち
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
し
て
、
長
年
多
く
の
観
客
に„
映
画
“と
い
う
文
化
の
持
つ
多
様
な

魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。
観
客
の
中
か
ら
、
世
界
で
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
映
画
監
督
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た

ち
、
国
内
外
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
多
く
の
社
会
人
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。
広
い
意
味
で
﹇
映
画
の
学
校
﹈
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。 

　
現
在
も
、
映
画
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
て
楽
し
む
ば
か
り
で
は
な
く
、

書
籍
、
雑
誌
か
ら
映
画
を
読
ん
で
楽
し
む
た
め
に
書
籍
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
監
督
、
ス
タ
ッ
フ
、
俳
優
、
文
化
人
な
ど
か
ら
映
画
を
聞
い

て
楽
し
む
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
企
画
す
る
な
ど
、
時
宜
を
捉
え
た
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
で
年
間
５
０
０
本
を
超
え
る
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す
。 

豊島区伝統工芸 
豊島区伝統工芸保存会会員の皆様をご紹介します。 

◆
「
少
年
の
よ
う
に
」 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

　
東
京
手
描
き
友
禅
の
椿
逸
雄
さ
ん
（
千
早
一
丁
目
）

は
、
キ
ャ
リ
ア
５０
年
を
超
え
て
な
お
、
意
欲
的
な
創

作
活
動
を
続
け
て
い
る
。
写
真
の
、
虎
を
描
い
た
振

袖
は
成
人
式
の
特
注
品
で
、
勇
猛
な
虎
に
渋
め
の

臙
脂
の
花
、
地
色
は
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
と
い
う
華

麗
な
逸
品
で
あ
る
。 

 

子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
で
、
お
茶
の
水
美
術
研
究
所

や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
デ
ッ
サ
ン
・
絵
画
を
学
び
、

模
様
師
、
神
田
茂
穂
氏
に
師
事
し
た
。

知
り
合
い
か
ら
手
伝
い
を
頼
ま
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
友
禅
の
道
に
入
ら
れ
た
と
い

う
が
、
天
職
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
た
ち
ま
ち
仕
事

が
増
え
３０
代
で
家
が
建
っ
た
と
は
驚
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
し
だ
い
に
仕
事
と
し
て
こ
な
す
だ
け
で

は
物
足
り
な
い
、「
自
分
の
思
う
絵
柄
を
お
も
い
っ

き
り
描
い
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
を
抑
え
き
れ
な

く
な
り
友
人
に
打
ち
明
け
た
。
個
展
を
開
い
て
み

て
は
と
言
わ
れ
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
し
は
進
ん
だ
。

夢
の
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
の
作
品
は
ま
だ
で
き

て
い
な
い
。
さ
ぁ
大
変
と
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
、
き
も
の
６
枚

と
帯
を
仕
上
げ
、
本
番
を
迎
え
た
。
そ
の
個
展
も
既
に
８
回
、

「
次
は
も
っ
と
い
い
も
の
を
つ
く
り
た
い
」
と
あ
く
こ
と
が
な
い
。 

 

個
展
１０
回
を
目
指
し
、
将
来
の
夢
を
語
る
椿
さ
ん
の
表
情
は
、

少
年
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。 

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　 

  

　「
雑
司
ヶ
谷
霊
園
に
行
っ
て
、
歴
史
上
の
人
物
の
墓
を
漫
然
と
眺
め
て
い

る
だ
け
で
は
、
た
だ
の
石
を
見
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
歴
史
を
学

ぶ
う
ち
に
、
そ
の
墓
石
が
、
人
に
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
初
日
に
、
講
師
の
伊
藤
榮
洪
先
生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
で
、

私
は
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
ま
し
た
。 

　
前
々
か
ら
、
郷
土
の
歴
史
に
は
興
味
が
あ
っ
た
も
の
の
、
じ
つ
は
墓
巡
り

だ
け
は
無
意
味
だ
と
避
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
先
生
の
一
言
で
、
墓
が

無
機
質
な
石
の
か
た
ま
り
に
し
か
見
え
な
い
の
は
、
自
分
の
不
勉
強
と
不

明
さ
ゆ
え
だ
と
、
遅
ま
き
な
が
ら
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。 

　
夏
目
漱
石
、
小
泉
八
雲
、
竹
久
夢
二
、
永
井
荷
風
、
小
栗
忠
順
、
中

浜
万
次
郎
等
々
、
雑
司
ヶ
谷
霊
園
に
眠
る
人
々
に
つ
い
て
、
伊
藤
先
生
の
口

か
ら
ひ
と
た
び
語
り
だ
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
同
時
代
に
生
き

た
歴
史
上
の
人
物
た
ち
が
面
白
い
よ
う
に
連
環
さ
れ
て
い
き
、

気
が
つ
く
と
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史
小
説
に
浸
っ
て
い
る
よ

う
な
、
わ
く
わ
く
と
し
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
自
分
の
住
む
土
地
が
、
歴
史
上
の
舞
台
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
喜
び
。
ま
た
、
歴
史
に
登
場
す
る
人

た
ち
が
、
笑
い
、
涙
し
、
憤
っ
た
り
し
て
生
き
た
同
じ
土
地
に
、
時
を
越

え
て
、
自
分
も
こ
う
し
て
立
ち
、
や
は
り
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
の
愉

し
さ
。 

　
私
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
こ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
受
け
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ

く
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
人
生
も
五
十
代
に
な
り
、
仕
事
を
離
れ
た
場
所
で
、
ひ
と
と
き

沢
山
の
人
た
ち
と
机
を
並
べ
て
学
ぶ
こ
と
が
、
と
て
も
新
鮮
で
楽
し
い
も
の

だ
と
い
う
こ
と
も
発
見
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
過
去
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
、
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
学
校
の
教
室
に
戻
っ
た
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
切

な
く
ほ
ろ
り
と
し
た
錯
覚
さ
え
お
ぼ
え
ま
す
。 

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
こ
れ
か
ら
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
先
生
の
お
力

を
借
り
な
が
ら
、
自
主
グ
ル
ー
プ
で
の
勉
強
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
て
、
何
が
生
ま
れ
る
の
か
、
楽
し
み
で
も
あ

り
ま
す
。 

　
そ
う
い
え
ば
、
伊
藤
先
生
が
、
雑
司
ヶ
谷
霊
園
を
散
策
し
な
が
ら
の
講

義
を
さ
れ
た
と
き
、
心
に
残
る
言
葉
を
口
に
さ
れ
ま
し
た
。「
人
生
に
は
、

お
ま
け
が
大
切
な
ん
で
す
…
」 

　
私
の
人
生
の
お
ま
け
は
、
こ
の
地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
思
う
と
、
得
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。 

東京手描き友禅 
椿 逸雄さん 

『〈図説〉日本庭園のみかた』『古代庭園の思想』 
『「高村光太郎」という生き方』『高村光太郎詩集』 
『ひと工夫、わが家もバリアフリー』『在宅ケアーをパワーアップ』 
 

『とげ抜きー新巣鴨地蔵縁起ー』『ちいさなお地蔵さま』 
『中山道民家の旅』『古写真で見る街道と宿場町』 
『手話の心理学入門』『みんなのこえが聴こえる』 
『東京ぬくもりウォーキングー完璧イラストガイドー』『４時のオヤツ』 
 

『鉄道廃線跡紀行』『小さい駅の小さな旅案内』 
『ふたごのでんしゃ』『かっこいいぞJRの通勤電車』 
 

『老いるアジア』『日本の太鼓、アジアの太鼓』 
『学び舎拝見』『地図で暮らしを読む東京の昭和』 
『池袋モンパルナスの童画家たち』『東京都市文学散歩』 
 

『バロック音楽はなぜ癒すのか』『目覚めのバロック』 
『すぐわかる女性画家の魅力』 
『小川未明童話集』『イチジクの木の下で』 
 

『熊谷守一ー油彩画全作品集』『守一ののこしたもの』 
大活字本『むかしの味』『堪忍箱』 
『おおさむこさむ』『ゆめにこにこ』 
『「鉄人２８号」公式ガイド』『「風林火山」武田兵法に学ぶ勝利への方程式』 
 

１６２ 
２ 
５３ 
２１７ 

１９ 
２２ 
１５９ 
７１ 
２７１ 

２３５ 
５９ 
２９４ 

５２ 
８ 
１０ 
７０ 

２４ 
１ 
２６ 
５１ 

８ 
８８ 
２４１ 
２９２ 
６２９ 

園芸（庭園・桜含む） 
染井霊園に眠る著名人 
高齢者関連(大活字本含） 

合　計 

とげぬき地蔵と地蔵関係 
中山道関係 
聴覚障害関係 
巣鴨に関する資料 
合計 

鉄道に関する本 
鉄道に関する本(児童） 

合　計 

アジア 
池袋と周辺関連地域 
池袋と文化・芸術 

合　計 

バロック音楽 
美術 
赤い鳥 

合　計 

地域の文化人 
高齢者関連 
子育て支援 
横山光輝 

合　計 

駒込図書館 

巣鴨図書館 

上池袋図書館 

池袋図書館 

目白図書館 

千早図書館 

地域の特色を生かした図書館づくり 

書　名　『ちいさなお地蔵さま』 
著者名　堀部幸男製作 
            清水啓二撮影 
出版社　河出書房新社 
所蔵館　巣鴨 

書　名　『〈池袋モンパルナス〉の童画家たち
　　　　ー池袋モンパルナスそぞろ歩きー』 
著者名　上笙一郎監修　尾崎眞人監修 
　　　　池袋モンパルナスの会責任編集 
出版社　株式会社　明石書店 
所蔵館　中央・上池袋・池袋・千早 

地
域
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
受
講
感
想 

　「
豊
島
区
の
群
像
」
―
雑
司
ヶ
谷
霊
園
に
眠
る
人
々
を
中
心
に
し
て
― 

図書館名 テーマ・冊数 収集資料の一例 

９月初旬まで工事休館中 

カラーでご覧いただけないのが残念… 

石橋　俊行さん 

 

～新文芸坐～ 

支配人　永田　稔さん 「映画の学校」 児童演劇の脚本、テレビ・舞台の演
芸台本執筆などを経て、現在、徳間
書店、祥伝社などの雑誌に小説を発表。 

上池袋図書館 
「鉄道コーナー」 



中央図書館 
児童コーナー 

駒込図書館 
(駒込地域文化創造館) 
 
 

巣鴨図書館 
地下会議室 
 
 

上池袋図書館 
おはなしのへや 
(※印は地下ホール ) 
 
池袋図書館 
ワークルーム 

千早図書館 
視聴覚室 

幼児・小学生 

日曜日 
２時 

土曜日 
３時 

 

水曜日 
３時 

 
 

 
水曜日 
３時 

土曜日 
２時 

水曜日 
３時３０分 

あかちゃん 

最終日曜日 
１１時 

― 
 
 
 

最終水曜日 
１１時 
 
 
 

最終水曜日 
１１時※ 
 

― 

水曜日 
１０時３０分 

主催／会場 
おはなし会開催日 スペシャルイベント 

３月 ４月 

★２日・おはなしこうさく会　　２時 
 
★５日・こどもえいがかい　２時 
｢トム＆ジェリー　ジキル｣（７分） 
｢うしろのせきのオチアイくん｣（２３分） 

★５日・パネルシアター　３時 
★１２日・おはなしかいスペシャル　３時 
★２６日・すがも　こどもえいがかい　３時 
「やさしいライオン」（２７分） 
 
★２６日・さくらんぼ　えいがかい　３時※ 
「ねずみくんのチョッキ」（１９分） 
「じこくのそうべえ」(１７分） 
 
★２２日・たんぽぽえいがかい　２時 
　「赤毛のアン」（４２分） 

★６日・おはなしこうさく会　　２時 
★２０日・おはなし会スペシャル～子ども読書の日記念～ ２時 
 
★１９日・おはなしのはこスペシャル　３時 
　ビッグブックの読み聞かせなど 

 

★２３日・子ども読書の日スペシャル（パネルシアターなど）　３時 

★３０日・工作（こいのぼり）　３時 

 

 

★２３日・子ども読書の日スペシャル　３時※ 

 

★１９日・おはなしたんぽぽスペシャル～（子ども読書の日）　２時 
特別ゲスト（木坂涼氏）による絵本の読み聞かせなど 

★２３日・ほんとこおはなしかい子ども読書の日スペシャル　３時３０分 

I N F O R M A T I O N  f r o m  L I B R A R Y

◆児童・あかちゃんおはなし会  

　「
梅
は
咲
い
た
か
桜
は
ま
だ
か
い
な
〜
」
と
い
う
端
唄
が
あ
る
が
、
今
年
ほ
ど

春
が
待
ち
遠
し
い
の
も
久
し
い
。
近
郊
に
は
宝
登
山
の
蝋
梅
や
越
生
の
梅
林
が
あ

り
、
桜
は
本
家
本
元
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
染
井
霊
園
は
じ
め
区
内
各
所
で
観
る
こ

と
が
で
き
る
。
豊
島
区
っ
て
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。（
眞
） 
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図
書
館
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

●３月１５日（土）１０時～１２時　講演『絵本に見る子どもの戦争体験』 

　講　師：シナリオライター　渡辺　臣蔵（わたなべ　しげまさ）氏 

　親や家族と離ればなれにされた学童疎開、体験した人には、今でも当時

の切ない気持ちが忘れられない。“うちに帰りたい !”という子どもの叫び。 

　学童疎開は、子どもの戦争体験だった。二度とあってはならない戦争。

平和の大切さを語り継ぎ、伝えのこす絵本ができた。体験者が熱い想いを

語るシンポジューム。 

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。 

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報  各図書館の連絡先 □中央図書館　３９８３-７８６１
□駒込図書館　３９４０-５７５１ 

□巣鴨図書館　　３９１０-３６０８ 
□上池袋図書館　３９４０-１７７９ 

□池袋図書館　３９８５-７９８１ 
□千早図書館　３９５５-８３６１ 

目白図書館は建物の老朽化に伴う改修工事のため、平成２０年９月初旬（予定）まで休館します。 

● は休館日 
● は土日祝 

図書館カレンダー  

３
　
月 

４
　
月 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後１０時 
土日祝 午前１０時～午後６時 

開館時間 
平　日 午前９時～午後７時 
土日祝 午前９時～午後５時 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後７時 
土日祝 午前１０時～午後５時 

中央図書館 駒込・巣鴨・上池袋・池袋・千早図書館 雑司が谷図書貸出コーナー 

明 治 女 学 校 百 年  

（１）現代文学読書会 
内　容　毎回、その時々の注目作品を取り上げ、その読後感を 

自由に話し合う会です。 

日　程　全１０回（８月・１２月はお休みです。） 

毎月第２土曜日　第１回目：４月１２日（土）／  時　間　午後２時～４時 

募　集　２０名 

 
（２）古典文学読書会 
内　容　『万葉集』を教材に、それぞれの歌の作者や歴史的背景を講師が解説し、 

作品を鑑賞する会です。 

日　程　全１０回（８月・１２月はお休みです。） 

毎月第１木曜日　第１回目：４月３日（木）／  時　間　午前１０時～１２時 

募　集　１０名 

 

（１）（２）とも 

会　場：中央図書館会議室 ／ 費　用：無　料（指定テキストを各自持参。） 

 

文学読書会の受講を希望される方は、右下の申し込み方法をご覧ください。 

講師  伊藤　榮洪 氏　豊島区図書館専門研究員 

◆千早進歩自由夢　申込不要。当日、千早図書館（千早２-４４-２）へ直接お越しください。 

 
●４月１９日（土）１０時～１２時　懇談会「千早進歩自由夢２０周年を記念して」 

　初代会長（故　沢寿次）はじめ当時の幹事の提案により、共に学ぶ会として、会名をユニークで夢のあ

る『進歩自由夢』（シンポジューム）と名づけて発足。初期は幹事が交代で講師をしていました。その後、

マンネリ化を危惧し、地域の皆様に声をかけ講師をお願いしたり、また、講師をご紹介いただきながら、

会を続けてきました。２０年を振り返りながら、今後の講演内容や運営について、皆様の忌憚のないご意見、

ご感想を参考にして、今まで以上に地域の皆様に喜んでいただける事業を行っていきたいと思います。 

文学読書会 受講生募集 
読書の楽しみと理解を深める 
読書会を開催します。 

伊藤 榮洪 

　「日本の伝統のうちにキリスト教を生かす」という明治女学

校の方向に強く惹かれ、この学校の情熱を最も体現した卒

業生は、新宿中村屋を創業した相馬黒光だろう。しばらく

彼女の自伝的な『黙移』を読んでみる。 

　『黙移』は、昭和９年１月から６月まで雑誌『婦人の友』

に連載されたのを加筆して１１年に刊行されている。『婦人の

友』は黒光の先輩として明治女学校に学び、雑司ヶ谷（当

時）に自由学園を創立した羽仁もと子によって創刊された月

刊誌である。『黙移』はそこに、黒光の言葉によれば「報

告小説」として「ありのまま」を書いたものである。 

　黒光は本名、良（りょう）、明治２８年秋に旧姓の「星良

（ほしりょう）」として１８歳でフェリス女学校から転入学している。

そのフェリス女学校も転入学で、そこから明治女学校に転じ

たのも、冒頭の明治女学校の教育理念への強い共鳴だった。 

　黒光は、小学校を出て入学した宮城女学校（現在の宮

城学院大学（中・高併設）の前身）の「アメリカ一辺倒」

で「日本人を日本の伝統を無視して教育する」方向に反発

し、また当時最高のミッション女学校といわれていたフェリス

女学校に転じても、あまりに狭義なキリスト教の解釈につい

ていけない。日曜は安息日だからと、寄宿舎では編み物も縫

い物も許されなかったのだ。 

　明治女学校への黒光の憧憬はしかし、この教育の姿勢

だけではない。彼女は小学生のときに通った押川方義の教

会で、「アンビシャス・ガール」とい

われていた。女性が「一個の人間と

して生きる」ことをそんな小さいころから、

はっきりした主張としてもっていたから

である。彼女が明治女学校に惹きつ

けられたのは、その「アンビシャス」

を受けとめ生かせる場として信じたから

である。 

　明治になって、人々が「ご一新」というように、新しい希

望を生む時代が始まっていた。ことに５年に「国民皆学」

の理想をかかげた学校制度の出発には、「身分」によらな

い生き方が、向学心のある若い人々の心を揺さぶった。札

幌農学校のウイリアム・Ｓ・クラークが「ボーイズ・ビー・

アンビシャス」と叫んだという話が感激をもって語られたのも、

そうした時代の反映だった。 

　ところが、女性たちには門戸は大きく開かれてはいなかった。

「女には学問はいらない」といった、従属的な生き方がまだ

まだ世間の考えだった。そのときに「女性たちよ、自覚した

生き方を」と『女学雑誌』で呼びかけた明治女学校の教

育の理想は、現状からの脱出を願う若い女性たちに強い期

待で迎えられたのである。 

　明治女学校は、黒光だけではない、開化期の若い女性

たちの「アンビシャス」を受けとめるところだった。黒光より５

年後に入学した小手川ヤエ（野上弥生子）の思いも、こ

の熱い憧憬だった。 

― アンビシャス・ガール相馬黒光 

毎週、おはなし会を開催し本の読み聞かせなどイベントを行っています。遊びに来てくださいね。 

申し込み方法 

往復はがきに①～⑥を記入し下記送付先へお送りください。 
① 文学読書会 
② 郵便番号 
③ 住所 
④ 氏名（ふりがな） 
⑤ 電話番号 
⑥ ご希望の読書会名 
　（現代か古典のどちらかを記入してください。） 

 

◆ 申込期限　３月１４日（金）消印有効 
◆ 送付先〒１７０－８４４２　豊島区東池袋４－５－２ 

ライズアリーナビル５階　中央図書館　企画調整担当 

問合せ　電話３９８３－７８６１ 

 

※ひとつの行事に重複して応募された場合、２枚目以降は無効

　です。 

※応募者多数の場合は抽選となりますので予めご了承ください。 

※いずれも申込期限後１週間程度で当落の通知をします。 

※お一人で両方ともお申し込みできますが、その場合は別々　

　の往復はがきでお申し込みください。 
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書　名　相馬黒光―黙移― 
出版社　日本図書センター 
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